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タヌキモの捕品作用に就いて

溺田良禾

一一一ー司＆＜：＞ace,ー挺ヨー一一一一

THE FEEDING HABITS OF UTRICULARIA 

BY 

YOSHINE HADA 

(With five text-figures) 

従来タ~キ毛 （Utricularia) e捕掻作用lこ関しては、 M.TREAT (1875). C. 
DARWIN (1875). M. BitsGEN (1888). P. von LEUTZELBURG (1910). A. N. AnowA 

(1924). E. IlRUMPT (1925), M. LANGERON (1925). R. W. HEGNER (1926). M. 

]. STUTZER (1926）等の人々民依る植物事、動物事、生物化事、細菌皐等の

各方面の研究報告がある。

貫験には主さして札幌市近〈の幌向泥農地より採集し？と、ヨタヌキ毛

( Utricularia intermedia HAYNE）を用ひ、時にヒメタ只キ毛（Utricularia minor 

L.）をも併用した。元来、タヌキ毛は沼地又は水田地に生子るため、野生の

ものでは空の捕識嚢（Utricleor bladder）を得るこさは甚だ困難である。故に

賃験には清水中に培養しτ、新しく生ttz.捕最嚢を用ひた。共の構造を観察
する院は生の憧で、 Neutral Red. Methylene Blue. Aniline Red等の色素マ

生体染色をなすか、無水精酒、又はカルノア（Carnoy）氏液で固定し、へマト

キジ9ンで染色した。本稿を草するにあ？とh、御懇切なる御指導を賜った小
熊博士iこ深〈戚謝の意を表するものである。

捕轟嚢の構造

捕畠嚢は葉の襲形したもので、雨仰jわら塵縮せられた略ぽ卵形の嚢マあ

る。一方に大きな口（Entrance）があって、之れを殆んざ無色透明な宇固形の

弊（Valve）を以て塞いでゐる。口縁（Collar）には数本の長い剛毛（Bristle)

[Transact. Sapporo Nat. Hist. Soc. Vol. XI. Pt. 3, 1930] 
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があって、特区一艶は長大で分枝してゐるo

嚢壁

嚢壁（Wall）は口綾部を除〈吉、内外二屠の局卒な細

胞の屠から成ってゐる。外屠は多角形の細胞がらな b、共
の曾合黙に種々異った GlandularHair （第二間）があるo

但し、共の大部分は柄を合せて二個の細胞から成るもので

あるo内屠は外屠と等しい多角形の大きい細胞吉、共の曾

会黙に在る小さい細胞（Angular Cell）から成ってゐる。共

の AngularCell上院は Q明 dri日dProcess （第三国 a.b.）が

あるa

口縁，部

此の部の細胞屠は縁tこ近づく K従って屠を増し、細胞

は細〈な b途に排lこ接する最外部では，1、さい細胞わら成る
屠に終ってゐる。共の上を無色透明な膜が覆ひ、之で鮮に

第ー園

捕蕗嚢の前面圃xIZ 
E占線は膨巌時の大い
さ 中央の黒星占は嚢

板の間J着車占~示す

密着してゐる01外面には二積のGlan-

dular Hairがあって、第五間 aの如

き形のものが、外縁よ b稲々遠ぎわ
った位置庇あ b、bが遅〈にある。
内面には Quadri白dProcessの代りに

目白dprocess （第三間） Cが密生して

ゐる。

弊

弊は其の形が略ぽ竿固形マ、下

部の約三分のーの周謹は口j縁がら分

第二圃 離してゐる。併も叉二層の扇卒な細

捕轟嚢の外細胞麿上の各箇の Glandular 胞屠がら成ってゐるo外屠は細長い

Hairや示ナ岡 x300 不規則な周遺の細胞がら成ってゐて

排の下部から外方仁向って殆んγ弊に垂直民二撃すの無色透明な剛毛を突き出

してゐる。更に其の表面には三種の GlandularHairがあって、外方に向って

字国を書きながら移b襲ってゐる。即も、第四圃 aの知き GlandularHairが

弊の下部に小数、 bの如きものが其の上部外方に稽々多数にあ b、猶ほ上部
局謹には第五問 bl!等しい GlandularHairが族生してゐる。内屠は外層主

b大きい四遺形の細胞がら成b、GlandularHairがない。
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a 
C 

第三国

a. I,. Quadrifid Process x 150 
c. Bifid Process x 150 

t踊 轟

a 

q; 
b 

9 
第四阻

a. b. 勢上の Glandular
Hair x30::i 

嚢 の 作 用

a 

… … I t 1., 1 
I t・I.: I 1 、、．，，

第五圃

b 

a. b.口線外表面の

Glandular Hair x 450 
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動物が捕最嚢に依って捕へられるは、 R.w. HEGNER も認めてゐる様に

捕晶嚢の刺戟戚醸に依る膨脹のため、水が弊{e排して嚢中に流入する時、動

物も共に撞込まれるのマゐる。従来捕最嚢の刺戟に戚臆する機能広就いては，

明かにされてゐないので、之れを確めんさして倍率三十倍の雨眼解剖額微鏡－

下で、鉾の各部分を針の先端を以て刺戟して見ると、 C.DARWINに依って、二

大きな動物が捕最嚢に入らんとするを防ぐものと考へられた非上の二重すの剛

毛が、賃は刺哉を戚受する役目をなすものであることを確めることが出来た。

捕最嚢を Cyclopssp. マノV ミジンコ〔Chydorussphae巾 us(O. F. MuL-

LER）〕及びユスリカ（Chilonomus）の幼虫等のλれてある器に投入して観察す

るさ、此等の小動物は休憩場所を求めて集b来るもので、口縁の剛毛にはよ

り多〈集るものである。斯る事寅よ h考察すると、此等の剛毛は動物を誘っ

て憩はしめる役目をなすもの、如〈に見受けらる。初め葉茎及(p剛毛上に居

ti動物も、次第に嚢壁上に移動して、嚢壁上を訪程ずるうち氏、何時しか口縁

仁至り、恰も口縁わら排の表面を誠めんそするが如き姿勢をと b、弊上の剛

毛じ鯛れて、捕轟嚢に刺戟を興へる。共の結果捕最嚢は膨脹し、動吻は弊を

排して水ご共に嚢中に流れ込み、途に虜となるものである。斯の如き動物の

の行動を見るご、恰も餌を求めて訪復する様に見受られる。故に捕最嚢の表

面、口縁及び野上の GlandularHairは、共れ自身動物を誘ふものであるわ、

或は誘ふ物質主分泌するものと思はる。口j縁及び弊上院より多（の

Glandular Hairの存在するこごも期る推察を裏書するものと考へらる。特に
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水中を瀞泳ずるこさの少ないユス？カの幼虫に就いて見るさ、植物を幼虫の

居る器に移した後十二時間経過して之を調べて見るさ、殆んざ全部の幼虫は

捕轟嚢に居1'L-o之に依って考へるさ、幼虫は隠れ場所を求めて捕最嚢中区入

るか、或は何らかの物質に依って誘はれて虜となったものか何れか芝思はる。

然るに捕最嚢の長さは、或る時は捕最の長喜の約三分の二位のものマ、辛巴

てλb得る程度のものである。故に動物の隠遁する性質に依って植物体の虜
ごなるものと考へるよりも誘事せられて、共の結果植物の餌となるものさ考

へる方が嘗を得たもの芝居、はる。

上詑の如〈、非上の剛毛に動物の胸れるまでは、動物自身の運動に依る

ものであるが、其後の務化は杢〈植物の刺戟戚鷹作用に依るものであるoRP 
も、一度動物が弊上の剛毛K鯛れ、植物が戟刺を戚受ずるや否や、念速に捕

最嚢が膨脹し、同時に排の下部は内方に向って聞き、約 I5 o/oの水量が増加

して、即も弊は閉ず。此等の麗f七は瞬間的に起るもので、只捕最嚢の膨脹に

依って嚢中の水麗に鑓化の起ったこさを知。得る耳である。捕最嚢の膨脹に

依って起る水の流入する力は、務化が瞬間的マあるため、慮外広大きなもの

である。排の閉じた後捕掻嚢は徐々に水を外部に出して牧縮し十五分乃至二

十五分で原形に復するものである。即も、捕畠嚢の正常の形は！軍縮せられた

形守、一度刺戟を戚受ずるや、上の如き襲fむが瞬間的に起って、捕議作用を

なすものである。故に C.DARWIN K. GAEBEL等の意見の如（、動物自身マ

自動的に捕畠嚢の弊を排して嚢中位入るものではなくて、 M.BffSGEN, R. W. 

HEGNER等の考への如し植物体の刺戟戚臆作用に依づて動物が植物の虜さ

なるものである。期る事責は野生のタヌキ毛を取って調ぺて見るさ、藻、塵

挨及r.F砂泥の如く運動しない物マも、捕最嚢中にあるこさわらも容易に考へ

らることである。

捕食せらる動物に就いて

種類

水棲動物で捕轟嚢に入b得る大いさのものは、殆んざ凡て捕最嚢に依っ
て捕之らるるもので、ある。動物以外にも、各種の淡水藻、枯苑した植物θ破

片及び砂泥等の捕畠嚢に入れるを見ることがある。

普通野生のタヌキ毛の捕議嚢中に見出さるる主なる動物は、次の如きち

のである。
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Protozoa. lnfusoria, Amoebina, Euflagellata, Dinoflagellata. ・ 

Trochelminthes. Rotifera. 

N emathelminthes. Nematoda. 
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Arthropoda. Copepoda, Cladocera, Acarina (Hydroacarina) Insect Larvae. 

大いき

Copepodaでは捕晶嚢迂殆んざ同長のものまで捕へらるoNematodaの却

〈、細長い動物は捕最嚢の約三倍庇及ぶものも捕轟嚢中区捕へられてゐるこ

さがある。形カ＞／］、き〈τ、活動力の弱い動物で、其の動物自身で排上の剛毛
を刺戟して、捕最嚢に膨脹せしめるカのないもので昔、他のよ b強大な動物

或は何かの原因で植物が刺戟を戚受した場合、水さ共t二捕議嚢中に入るもの

である。ヨタヌキ毛では、小形の輪車例へば、 J、ォ 9ヲム ν（Euchlanisdila-

tata Ehrenberg）フタヲヲムジ〔Diurellatigris (0. F. Mt1LLER）〕の如きもの

では捕最嚢に刺戟を典へる能力がない。

数及び量

捕最嚢には選揮の機能はなく、会〈刺戟に戚醸して機誠的な働で動物を

捕へるがため、最大限度の量さしては、捕轟嚢IF:λb得るにけのものを捕へ

得る理である。賃際に、水田中のタヌキ毛の捕畠嚢を調ィて見ると、動物芭

共に泥を牧縮し得ない程多量に吸込んで居るものがある。

次にヒメタヌキ毛の捕識嚢を、守JVミタν＝の 100施中に約 50::io匹居る

水中に投入して、一章夜経過した後の捕最嚢中の 守 JVミタシヨの童文民就いて

一例を示すo

楽撃に附着乙T：盆のもの 柄の根元主り切り離ι1：もの

捕嘉義の長さ（耗） T ルミジν＝の数 捕晶嚢の長さ｛粍） 守月以書ジシヨの教

宮・5 21 2.8 量

2,2 I2 2.5 9 

宮.I 12 2.2 5 

宮.o IS 2.1 8 

宮.o II 1.9 6 

致死時間及び共の原因

致死時間院は動物の種類、形脱、大小及び植物体の生理的作用の如何に
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依って差異がある。例へば、コタヌキ毛の捕最嚢の長さ 3-5粍乃至 2.5粍の

ものをとって賞験すると、 Cyclopssp.の体長 o.8粍わら I・5粍までのでは、

刺戟を典へた場合、動物が動がなくなった時刻を以て致死時刻ごすると、致

死時聞は十分間乃致二十五分聞であるo然乙ながら、其の聞に｝度捕蕗嚢に

刺戟を輿へて膨jJ長きした場合の致死時聞は約四十分間である。 J、ォ 9ヲムジ

の如き動物になると、三日間位も捕最嚢中白砂子ぎ潤ってゐるこさがゐる。 兎

l:, 20μ 以下の原生動物では捕轟嚢の弊を通って自由に円入し、嚢中で増殖

さへするものである。

動物が捕最嚢中で生命を失ふ原因に就て考ふる氏、大体三つの場合があ

る。 （ー）餓死する場合。 （ニ）植物の分泌する有毒物質に依る場合。（三）

捕轟嚢壁の牧縮に依クτ起る機械的の厩縮作用に依る場合。（ー）の場合は別
とし’し（二）の場合を考ふる氏、 R.w. HEGNER の Utricularia日なarz'svar. 

americana GRAYに就いての賞験の結果を見るご、原生動物のうちでParamecia,

Stent or等は捕議嚢Iドで、死ぬばかウマなく、 I注目meciaの如きは嚢中より取出

した液の中でも死ぬものであるが、 Euglenaは捕轟嚢中マ長〈生命を保も剰

へ、増殖さへもなすものである。斯る事寅から、動物仁有害な物質を植物が

分泌するこごを認め得るご同時に、動物の碍：類』t.依って有害物質ι卦する抵
抗力に差異ゐることも知ることが出来る。一般に抵抗力の少ない下等動物は

主ざして斯る分泌物に依って生命を断つもりで、 Copepoda,Cradocera, Aca-

rina等の如〈活動力の強大な動物では、（三）の場合民依って死ぬものと思は

る。共の理由乏しては、もし動物が捕掻嚢に入った直後わら絶間なく捕最嚢

lt.刺戟を奥へ、常lこ膨脹した肢態マ動物が嚢中で動き得る様にすれば、長〈

生命を保って居るものである。多くの場合、（二）ご（三）の作用は同時民働く

もので、動物が嚢壁の内面ι接鯛ずるこさに依って植物が刺戟を戚受し、或
る物質を分泌して、機域的の匪縮作用ごft撃的物質の有害作用と相侯って動

物を死UC至らしめるものさ思はる。

捕へられた動物の死後の愛佑

Cyclops sp . ...，.ノV ミジンコ及びユス 9カの幼虫の三種の動物の入ってゐる

捕掻嚢を外部わら観察するさ、殆んざす〆ごての場合、燭角、肢脚、尾端等は

C.Dほ WINの報告の知〈に体躯わら離脱するものではなくて、長ぐ体躯民共

の憧附着してゐるもので、ゐる。動物体の外部骨憶は軟弱ごな b、僅かの機械
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的衝撃に依って容易に破壊されるものではあるが、一般に長ぐ原形を保って

ゐるものである。嚢墜を過して動物体内の麓化を明瞭に観察する事は困難で

あるが、大体先づ動物体は黄褐色の頼粒状物質に依ってj読され、漸時頼粒の

大なるものが現れて（る。共れさ同時に、共の数及び量を減じ、遂に僅かの

塵挨様の物質を外部骨構内に残す耳で殆んc透明になるものマある。
動物体の消化器管中』ζBacteriaを見る撲に、捕畠嚢中広虜となった動物

を取出して顕微鏡下で観るご、必ず多数の Bacteriaを見るものである。 M J .. 
STUTZ ERは此等の Bacteriaは Utricularia日々 。risで、は、主K Bacterium coli 

のGroupk属するものであるさ報昔してゐる。動物の入ってゐない捕最嚢を

見るさ、 Bacteriaの敷は極めて小童文句？あるが、動物が捕轟嚢に入った後十二

時間以上経過したものマは、動物の体内に充満してゐる頼粒般物質の聞を

B;icteriaを以て隈なく満してゐる。頼粒状物質の敷、並びに量を減少するに従

って動物体の空聞を充すぺ（ Bacteriaの敷は盆々増加し、時に体外に溢l1出

る程になる。此等の Bacteriaは M.J. STUTZER も認めてゐる撲に、植物体

に依って分泌される酔醸の作用ご相｛突って、捕最嚢が動物体を消化するを助

〈るものでゐる。

斯〈のま日（、捕へられた動物の体内に多数の Bacteriaを生今、るために、

普通の場合、之れを捕食する小形の滴最が捕最嚢中に現れてくる。其の敷は

Bacteriaの敷さ共に増加するものである口

動物体が頼粒版物質に襲化するは、動物の死後十時間内外である。頼桂

般物質ti恰も油叉は脂肪粒の如くに見へ、其の大きには色々ありて、初めは

一様な大いきであるが、ヨ尺第Uと形の大きいものを生じ、最後には種々の大い

きの粧を混じて〈るものである。色は普通訳褐色、又は黄禍色であるが Cy-

clops sp.では眼黙の分解に依って赤色の色素を混十るがため、美麗な赤よ。

黄に至る種々な色調の色が現れる。＇？ JVミジンコ及びユス？カの幼虫でも、

限の有るF付近は概して黒味勝さなるものマゐる。此頼粒肢物質の消滅は Cy-

clops sp.及びユス 9カの幼虫では、捕畠嚢に捕へられた後十三日乃至十五日

マ，vミタンコでは十日乃至十二日位である。元来此の頼粒肢物質は動物体を

構成してゐる蛋白質、脂肪等が植物の分泌する酵醸の働によって分解して生

じたもので更に植物自身の分泌する酵醸、並びに Bacteriaの働に依って可溶

性物質に化し、 Qudri印又は BifidProcessに依って吸1民きれ、植物体の替養

物質として他に運ばれるものならんoタヌキ毛の捕品嚢が動物体を分解する

酵醸を分泌するずるこ三は誰しも認める所マ、 P.VOηLc,1tzelburgは捕最嚢
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の抽出液よ b、アJν介 9性の溶液中で働〈酵醸の存在を詮明し、A.N.ADOWA

は捕最嚢の食瞳抽出液よ /;J a-Proteaseを検出してゐる。

以上記述したるが如き経過に依って、タヌキ毛は動物体から管養物を撮

して生活現象を替んてある。

摘 要

〈ー〉動物はタヌキ屯の分泌物質に依って誘導せらる。

〈ニ〉 タヌキもは捕議嚢の鉾上に在るニ費の剛毛に依って、言動物から刺車Ve感受ナる。

〈三〉捕轟嚢中に動物の入るは、動物自身で緋le排して入るものではな〈て、植物体の刺戯感

感作用に依るものである。

〈四〉 動物体の掃議嚢中で生命le失ふl工、主として、植物体の機滅的の~縮作用に依るもので

あるo

C五〉捕晶表中に於ける動物の致死時間は、捕轟嚢及び動物体の相互的大いさの如何に依るも

のである。

〈六〉 捕議業中で動物体は植物に依って分泌さるる醇図書に依る分解の外に、 Bacteria依って分

解作周忌肋ける。

〈七〉捕晶表に依る分解物質（:tQudrihd Process又は BifidProcessに依って吸牧せEる。
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ABSTRACT 

The Feeding Habits of Utricularia 

Material : In the present work, Utricularia intermedia HAYNE and Utricu-

!aria minor L., obtained from a peat-bog near the city Sapporo, have been em-

ployed, and the food-organisms supplied for the experiments were consisted in 

Cyc，勿 5 ザ・， αrydorussp初rとicusMULLER, Euchlanis dz: atata EHRENBERG and 
larvae of ζlzilonomus. Results : 

I. Animals are probably attracted by the secretion from several kinds of 

glandular hairs existing on the outer surface of the bladder and the valve of 

Utricularia. 

2. The organ of the bladder of Utricularz弘 bywhich stimuli from food-

animals are received, consists in double pairs of bristles projecting out of the 

surface of the valve. They erect themselves nearly at right angles to the latter. 

And they are so transparent that animals can hardly recognize them. 

3. As soon as the bristles on the valve receive any stimulus, the bladder 

expands suddenly, the valve opens inwards and consequently there arises water 

current to rush into the bladder. It is this current of water that forces the 

animal to be captured. Then the valve closes and the organism becomes un-

able to escape from the bladder. Meanwhile the bladder discharges about I 5 t;G 

of the water contained and recovers its original compressed form. We find, 

therefore, that the animal does not enter the bladder by their own will but are 

carried quite passively by the water current. 

4・Theanimal captured by Utricularia are killed chifley by the mechanical 

power of compression of the bladder, and the smaller the organism the longer 

time is required until their death. 

5. The animals captured by the bladder of Utricularia are decomposed 

not only by the enzyme secreted by the plant, but also by the action of bac-

teria which increase rapidly after the death of animals. 

6. The decomposed matter of the animal is absorbed by the bifid or 

quadrifid processes, found on the inner surface of the bladder. 


